
看護研究集録 (2013.12) 平成24年度:51～52.

新人看護職員研修の評価と新人教育に関する検討
―卒後２年目看護職員と教育担当者の実態調査から―

上田順子 川畑いづみ 砂田弘子 門間典子 高島幹子
大谷和子



新人看護職員研修の評価と新人看護職員研修の評価と
新人教育に関する検討

－卒後2年目看護職員と教育担当者の
実態調査から実態調査から－

上田 順子 旭川医科大学病院

川畑 いづみ 北海道大学病院

砂田 弘子 弘前大学医学部附属病院

門間 典子 東北大学病院

高島 幹子 秋田大学医学部附属病院

大谷 和子 山形大学医学部看護学科



目 的目 的

平成22年度新人看護職員研修を修了した

卒後2年目看護職員と教育担当者の実態調査

から新人看護職員研修を評価し 今後の新から新人看護職員研修を評価し、今後の新

人教育のあり方を検討する。人教育のあり方を検討する。



方 法方 法
１. 対 象：東北・北海道地区の国立大学病院６病院の

卒後2年目看護職員と教育担当者卒後2年目看護職員と教育担当者

２.調査期間：平成23年9月7日～20日
３.データ収集方法：無記名自記式質問紙調査。

・卒後2年目看護職員：厚生労働省「新人看護職員研修ガイドライン」

を参考とした。現在の職場環境9項目。現在の思いや行動9項目。

健康状態5項目。新人看護職員研修の追加・強化すべき研修2項目。健康状態5項目。新人看護職員研修の追加 強化すべき研修2項目。

看護実践上の不安や今後希望する支援等2項目。

・教育担当者：卒後２年目看護職員の現在の職場環境9項目。現在の思

いや行動7項目 新人看護職員研修の追加 強化すべき研修2項目いや行動7項目。新人看護職員研修の追加・強化すべき研修2項目。

教育担当者として特に心がけていること。

・4段階回答（非常に思う、思う、あまり思わない、思わない）。自由回答

欄を設けた。クロンバッハα係数0.861
４.分析方法：両者の調査結果の比較 Mann-WhitneyのＵ検定。

５.倫理的配慮：無記名で調査し、施設や個人が特定されることのないように５.倫理的配慮 無記名で調査し、施設や個人が特定されることのないように
調査結果を処理した。個人毎の返信用封筒を用いて回収し、調査の回答を
もって同意が得られることとした。



結 果結 果
１．卒後２年目看護職員

回収率98% 有効回答336名、有効回答率94%
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現在の職場環境について現在 職場環境 て

12 い でも相談できる体制が出来ている

10 職場の先輩とは良い関係である

11.職場の先輩は、あなたの仕事ぶりを認めている

12.いつでも相談できる体制が出来ている

8.先輩は適切なアドバイスをしている

9.職場適応サポートやメンタルサポート等は、不安を緩

和する

10.職場の先輩とは良い関係である

6.職場の人間関係がよい

7.職場の雰囲気がよい

4.先輩は見守ってくれている

5.教育支援体制が整っている

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

4非常に思う 3思う 2あまり思わない 1思わない

ｎ=336



現在の思いや行動について現在の思いや行動について

21 これからも看護職を続けたい

19.仕事の責任が増大している

20.看護職はやりがいのある職業である

21.これからも看護職を続けたい

17.今後の努力の方向性や解決の糸口が見えている

18.今後の目標を定め、主体的に研修に参加している

19.仕事の責任が増大している

15.多重課題を抱えながら、看護を安全に提供しよ…

16.仕事の優先順位を考えながら行動している

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

13.看護のすばらしさを実感している

14.看護基礎教育で学んだことが役に立っている

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

4非常に思う 3思う 2あまり思わない 1思わない

ｎ=336



現在の健康状態について現在の健康状態について

25.食欲がある

26.精神面の不調がない

24.生活のリズムが整っている

22 体調がよい

23.リフレッシュできている

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

22.体調がよい

4非常に思う 3思う 2あまり思わない 1思わない

ｎ=336



２．教育担当者２．教育担当者

回収率99% 有効回答126名 有効回答率88%
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教育担当者からみた
卒後2年目看護職員の職場環境 思いや行動卒後2年目看護職員の職場環境、思いや行動

19 卒後２年目看護師はこれからも看護職を続けたいと思っ…

16今後の努力の方向性や解決の糸口が見えている

17 今後の目標を定め、主体的に研修に参加している

18仕事の責任が増大している

19 卒後２年目看護師はこれからも看護職を続けたいと思っ

13 卒後２年目看護師は看護のすばらしさを実感している

14 多重課題を抱えながら、看護を安全に提供しようと行動…

15 仕事の優先順位を考えながら行動している

9 職場適応サポ トやメンタルサポ ト等は 不安を緩和する

10 職場の先輩とは良い関係である

11 職場の先輩から仕事ぶりを認められている

12 いつでも相談できる体制が出来ている

6 職場の人間関係がよい

7 職場の雰囲気がよい

8 先輩から適切なアドバイスを受けている

9 職場適応サポートやメンタルサポート等は、不安を緩和する
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4 職場の先輩から見守られている

5 教育支援体制が整っている

6 職場の人間関係がよい
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ｎ=1264非常に思う 3思う 2あまり思わない 1思わない



３．卒後2年目看護職員と教育担当者の比較３．卒後2年目看護職員と教育担当者の比較
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考 察
１．対象の特性を考慮した新人教育

卒後2年目の年齢構成、専門学歴は様々であり、様々な背景を持つ看護職が増加してい
る。卒後2年目の多様な背景のなかで、教育担当者は共通の認識をもち研修を実施してる。卒後 年目の多様な背景のなかで、教育担当者は共通の認識をもち研修を実施して
いる。今後も対象特性を考慮した新人教育が必要である。

２．いつでも相談できる職場環境づくり

現在の職場環境について、卒後2年目看護職員、教育担当者ともに「先輩は見守って

くれている」、「教育支援体制が整っている」、「職場の雰囲気が良い」、「先輩は適
切なアドバイスをしている」等６項目で「非常に思う」「思う」が80％以上であった。

一方、「いつでも相談できる体制ができている」、「職場の先輩は、あなたの仕事ぶり
を認めている」の２項目では 卒後2年目は教育担当者より低かった このことは 卒を認めている」の２項目では、卒後2年目は教育担当者より低かった。このことは、卒
後2年目看護職員がマンツーマンで指導を受けていた新人から自立を求められる2年目と

なり、個別にサポートを受けづらいと感じているのではないかと考える。新人だけでな
く、卒後2年目に対しても仕事ぶりを認め、いつでも相互に相談できる環境づくりが必
要である。

３．主体的に学ぶ意識改革

卒後2年目看護職員は、「多重課題を抱えながら、看護を安全に提供しようと行動し
ている」、「仕事の優先順位を考えながら行動している」の2項目で「非常に思う」
「思う」が95％以上を占め、「今後の努力の方向性や解決の糸口が見える」、「今後の
目標を定め、主体的に研修に参加」の2項目では、「非常に思う」「思う」の回答は
60％前後であった 研修の目的・ねらいをわかりやすく伝え 卒後2年目の思いや行60％前後であった。研修の目的 ねらいをわかりやすく伝え、卒後2年目の思いや行
動・成長を承認し、主体性を育む体制の構築が必要である。



結 論結 論

１．卒後2年目、教育担当者の多様な背景のなかで、「新人看護

職員研修ガイドライン」に基づき共通の認識のもとに研修が

進められていた。

２．現在の職場環境について、職場のスタッフ全員が新人を見

守り 幾重も サポ ト体制を整え 教育的な環境づくりに守り、幾重ものサポート体制を整え、教育的な環境づくりに

取り組んでいた。

３ 卒後2年目は 教育担当者が思う以上に卒後2年目にな て３．卒後2年目は、教育担当者が思う以上に卒後2年目になって

も仕事ぶりを認め、いつでも相談できる環境を求めていた。

４ 新人看護職員研修の充実と卒後２年目以降の主体的に学ぶ４．新人看護職員研修の充実と卒後２年目以降の主体的に学ぶ

意識と行動のための取り組みが示唆された。
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